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上田市公文書館だより/第 26 号 
■公文書館から「本年もよろしくお願いします🐇」 

◆令和 5年（2023年）を迎えました。昨年は市役所建て替えを機に

当館へ移管された公文書の整理作業に追われた一年でした。全国で

は公文書廃棄のニュースがたびたび流れ、改めて記録としての公文

書の重要性を認識し、移管文書の選別は慎重にと思いました。◆今

年は「関東大震災」発生からちょうど 100年（大正 12年 9月 1日）

を迎えます。旧役場文書には当時の生々しい報告や通知が見られま

す。基幹産業の製糸業は横浜港倉庫の輸出用生糸が高波で浸水し大打撃を受けました。当

時、依田社社長「工藤善助」の次男「（小山）房全」が経営していた神奈川の茅ヶ崎純水館

製糸所は倒壊しました。◆この年の上田では、上水道完成（1月）、山本鼎らの日本農民美

術研究所設立（3月）、上田市立図書館開館（5月）、小県蚕業学校（現・上田東高校）新校

舎落成移転（10月）、上田市公会堂竣工（11月）などがありました。

◆このところ国内外では歴史を揺るがす出来事が目白押しですが、

交流が盛んな現代では遠い所で起きたことも他人事ではなくなりま

した。当館では今年も公文書や地域資料の収集・保存・公開を通じて

「住民の知る権利の保障」と「行政の説明責任」を果たしていくとと

もに、歴史を記録し、発掘し、発信してまいります。（土屋） 
 

■公文書館の催し 
 
▶▶▶第 11回公文書館所蔵資料企画展のお知らせ◀◀◀ 

「明治・大正・昭和の公文書にみる上田市の歴史  

～上田町の区長条例から上田公園の行事まで～」 
 

■期 間  1月 29日（日）まで ■観覧無料 

■内 容 「区」とは自治会の前身となる組織ですが当時は自治組織

というより行政の補助的役割を果たしており公共事業などを担いました。／上田公園は市民の憩

いの場として親しまれ子どもの日には様々な行事が開催されました。これらを公文書館の資料で

たどります。 
 

■公文書館のご案内 開館時間：午前 9時～午後 5時（最終入館は午後 4時 30分までに） 

 

□住所・電話 

〒386-0413長野県上田市東内 2564-1 

℡0268(75)6682 Fax0268(75)6683 

□メール 

kobunshokan@city.ueda.nagano.jp 

□ホームページ 

上田市ホームページ内の公文書館ページ 
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■公文書館所蔵資料の紹介 

東
内
村
の
音
楽
教
員
養
成
関
係
文
書
（
明
治
25

年
） 

 
◆
明
治
25

年
の
旧
東
内
村
役
場
「
諸
達
雑
件
」
の
簿
冊
に
は
、音
楽

教
員
養
成
に
関
す
る
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
４
月
29

日

付
、
小
県
郡
役
所
宮
崎
第
一
課
長
か
ら
宮
原
東
内
村
長
宛
の
「
甲

第
六
四
七
号
」
文
書
に
は
、
以
下
の
内
容
が
み
ら
れ
ま
す
。
◆
「
音
楽

唱
歌
は
普
通
教
育
上
、
必
要
な
る
一
科
目
と
し
て
小
学
校
・
中
学

校
・
師
範
学
校
等
に
お
い
て
、
追
々
こ
れ
を
課
す
る
よ
う
に
な
る
が
、

技
能
を
備
え
、
授
業
の
方
法
等
に
通
じ
る
教
員
は
目
下
欠
乏
し
て
お
り
、
こ
れ
を
養
成
す
る
こ
と
は
緊
要
で
あ

る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
◆
ま
た
「
音
楽
唱
歌
は
一
種
の
技
芸
に
属
す
る
の
で
、
専
科
の
教
員
を
要
す
る
場
合
が

あ
る
。こ
の
た
め
教
員
免
許
を
有
す
る
者
、音
楽
唱
歌
指
導
の
経
験
者
で
技
能
に
長
じ
た
者
を
選
び
、
地
方
の
公

費
な
ど
で
学
資
を
給
し
、
東
京
音
楽
学
校
に
在
学
さ
せ
、
卒
業
後
に
音
楽
の
教
員
に
充
て
る
こ
と
が
極
め
て
必

要
で
あ
る
」
と
の
内
容
を
記
し
て
い
ま
す
。
◆
さ
ら
に
「
東
京
音
楽
学
校
規
則
」
の
「
本
校
生
徒
は
各
自
の
志
願

に
係
る
も
の
と
、
各
府
県
庁
、
も
し
く
は
諸
学
校
の
特
選
に
係
る
も
の
の
二
種
と
す
る
」
の
規
則
を
示
し
、
将
来

地
方
に
お
い
て
音
楽
教
員
と
し
て
見
込
み
あ
る
者
を
特
選
で
入
学
さ
せ
る
と
し
、
候
補
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
る

よ
う
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
◆
わ
が
国
の
音
楽
教
育
は
明
治
５
年
の
学
制
で
、
小
学
校
で
唱
歌
、
中
学
校
で
奏
楽

と
い
う
教
科
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
不
十

分
で
し
た
。
明
治
12

年
、
伊
那
市
高
遠
出
身
の
井
沢
修

二
東
京
師
範
学
校
長
な
ど
の
尽
力
で
、
政
府
に
よ
り
西
洋

音
楽
の
輸
入
や
教
材
の
整
備
な
ど
、
充
実
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
◆
東
京
音
楽
学
校
は
明
治
20

年
、
官
立
の
音
楽
専

門
学
校
と
し
て
上
野
公
園
地
に
開
設
さ
れ
、
多
く
の
音
楽

教
員
・
音
楽
家
を
養
成
し
ま
し
た
。
昭
和
24

年
に
は
東
京

藝
術
大
学
音
楽
学
部
と
し
て
、
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。(

倉
澤) 

■公文書館の利用について ※公文書館は入場無料、郷土博物館展示室は有料（大人 100円） 

 

 

 

➢ 資料の検索：目録検索システムをご利用ください。 

➢ 閲覧の申込：所定用紙でお申込みください。メール、ファックスで

もお申込みできます。一度に閲覧できる点数は「５点」までです。 

➢ 資料の閲覧：個人情報の審査終了後、閲覧の可否を連絡します。

館外貸出しは行いませんので、館内閲覧室でご覧ください。 
 

◎ 審査にお時間をいただく場合があります。また、個人情報を含む資料

は閲覧できない場合があります。 

◎ 目録検索システム、閲覧申込書は、上田市ホームページの公文書館の

ページからご利用ください。 
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明治 25 年「諸達雑件」簿冊 

音楽教員養成に関する文書 


